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道路護岸の被災と海岸侵食
― 国道 134 号線の例 ―

一般財団法人 土木研究センターなぎさ総合研究所長 宇　多　高　明

１.はじめに

2019 年８月から 10月には規模の大き
な台風が日本列島を度々襲ったことは記
憶に新しい。とくに 10月 12日に襲来し
た台風 19 号時には、日本列島各地に未
曾有の災害をもたらした。それに先立つ
８月 13 日には日本列島を南側から北上
しつつ列島を横断した台風 10 号に伴う
高波浪により、相模湾に面した七里ヶ浜
海岸を通る国道 134 号線の道路護岸が
崩壊した。この海岸は、東端を稲村ケ崎
により、西端を小動岬に挟まれた長さ
2.7㎞の砂浜海岸であるが、海岸線に沿っ
て走る国道 134 号線は鎌倉から江の島
に至る唯一の幹線道路であり、また道路
が相模湾沿いを走るため相模湾を望む景
観が良好なことでも有名である。この海
岸では近年侵食が進んできており１，２）、
とくに海岸東端の稲村ケ崎の西側隣接部
で侵食が著しく、侵食が急速に進んで岩
盤が露出する状況となってきていた。筆
者は、この付近の護岸の安定性が失われ
ていると見てここ数年間現地状況を注視
してきたが、被災直前の 2019 年５月 18
日にも侵食状況を調べていた。この調査
では、稲村ケ崎近くで露出した岩盤近傍
の道路護岸にクラック形成などの異常が
発見された。このためその後も注意深く
観察を続けたところ、2019 年８月 13日
に至って道路護岸が崩壊したのである。
護岸崩壊の直接的原因は高波浪の作用に
よるが、護岸の変状はそれより２か月前
から顕在化しつつあった。ここではこの
災害の事前・事後調査の結果について述
べるとともに、今後の災害防止策につい
て述べる。なお、護岸の被害状況と原因
分析の詳細については筆者らによる文献
３）に詳しい。

２.護岸被災の予兆

写真－１には対象地域の衛星画像と５
月 18 日の現地調査時の写真撮影地点１
～４を示す。写真に示すように稲村ケ崎
の西側に大きな汀線湾入部があり、砕波
の白濁帯の分布形からこの湾入部では深
みが岸近くまで迫っており、湾入した汀
線の底には帯状に軟岩が露出していたこ
とが見て取れる。写真に示す地点３が護
岸に変状が現われていた場所である。ま
ず、稲村ケ崎の展望台から西向きに海岸
線を望んだ写真を写真－２（ａ）に示す。
西に江の島を望む海岸線は中央部で大き
く湾入していた。この湾入部の西側側面
で侵食が著しく、後に道路護岸に被害が
出た。正面に見える導流堤は極楽寺川の
河口導流堤である。導流堤には歩行者用
の橋が架けられていたが、この橋の取り
付け部と海浜との間には落差 1.4 ｍに達
する段差ができていた（写真－２（ｂ））。
元々橋の取り付け部は海浜と同じ高さに
造られていたので、この付近が侵食され
海浜地盤高が低下したことが分かる。そ

の西側では侵食により軟岩が広い範囲で
露出しており、写真－１の地点３に取り
付けられていた階段付近では、階段の西
側側面が破壊され、応急的に土嚢が山積
みされていた（写真－２（ｃ））。階段の
西側端部が陥没したため大型土嚢が設置
されていたが、山積みされた大型土嚢自
体も前面洗掘により海側に落ち込んでい
た。また、写真－２（ｃ）に示すように
護岸の表面未変色部との境界面が護岸の
基礎から１ｍ上に残されていた。現況の
護岸が紫外線に曝されていなかったため、
護岸が白いまま残されていたことから、
砂に埋まっていた護岸が侵食によって現
れたことが分かる。このように現地調査
では護岸壁面の変色状況の調査が有効な
手立てとなる。
写真－２（ｄ）は、護岸の基礎のずれ
た状況を示す。コンクリート基礎が折れ、
東（右）側の基礎が下がっていた。また、
護岸の基礎が東側では 10㎝海側にずれ
ていた。この状況から判断すると、表面
上は護岸には異常がないように見えても、
その裏側では空洞化が進み、やがては陥

写真－１　七里ヶ浜の衛星画像と写真撮影地点
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没が起こり得る状況にあったと推定され
た。写真－２（ｅ）は同じ護岸基礎が沈
下し、下方にずれた状況を示す。さらに
写真－２（ｆ）は稲村ケ崎の展望台の西
440 ｍに流入する音無川にかかる橋の上
から稲村ケ崎を望んだ写真で、破壊され
た階段へと干潮時汀線が斜めに伸び、干
潮時汀線と護岸線との交点にちょうど破
壊された階段が位置していたことが分か
る。

３.護岸の被災直後の状況

2019 年８月 13日、護岸は大きく破壊
された。写真－３（ａ）は円形階段から
西向きに被災状況を撮影したもので、護
岸の基礎が宙に浮いた状態となり、基盤
層との間に大きな隙間ができた。隙間が
大きい部分の上部では積み石がずれ、上
部に載る道路本体が凹状となったことが
見てとれる。被災の著しい場所は５月

18 日当時護岸の基礎が露出していた場
所と同じ所であり、護岸の基部にあった
海浜は完全に消失していた。護岸の被災
が最も著しい場所は円形階段の西側隣接
部であり、そこでは基盤層も波の作用で
強く攪乱され、局所的に掘られたことが
分かる。西側から被災区間を望んだのが
写真－３（ｂ）である。護岸前面の前浜
は西側から急激に狭まり、基盤岩が現れ
た。大型土嚢の積まれた場所のすぐ西側
の〇印で示す場所では道路の上部が凹ん
でいる状況が見てとれる。遊歩道の陥没
状況を撮影したのが写真－３（ｃ）であ
る。遊歩道は大きく沈下したため通行不
能となっていた。

４.護岸被災の事後調査

稲村ケ崎の展望台上の地点１から写真
－２（ａ）と同様にして西向きに七里ヶ
浜を望んだのが写真－４（ａ）である。

写真－２（ａ）と比較すると、極楽寺川
の河口導流堤の東西で汀線位置のずれが
大きくなり、導流堤東側の海浜地盤高が
低下し、バームが消失していた。この状
況より、稲村ケ崎を超えた東向きの沿岸
漂砂の流出が続いていたことが分かった。
写真－４（ｂ）は極楽寺川の左岸導流堤
の側面状況を示すが、2019 年５月 18
日の調査時には写真のポール位置での導
流堤の天端と海浜地盤の間の標高差は
1.5 ｍであったが、８月 20 日では写真
－４（ｂ）のように標高差は 2.95 ｍと
1.45 ｍも海浜地盤高が低下し、また前
浜が削り取られたため基盤岩の露出が著
しかった。
写真－４（ｃ）は円形階段の東側隣接
部より西向きに護岸状況を撮影したもの
で、護岸の基礎コンクリートに沿って多
数の方形のコンクリートが並んでいた。
これらは全て前方に見える円形階段のス

写真－３　被災直後の護岸状況写真

写真－２　被災前の護岸状況写真
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テップ部分（写真の〇印）から波の作用
により剥がされて当地点まで運ばれてき
たものである。この状況より、護岸破壊
時には西寄りの強い波の作用があったこ
とが分かった。写真－４（ｄ）は円形階

段を東側から望んだ写真である。階段部
分より東側は基盤岩で覆われていたが、
この階段を境に西側では基盤岩は現れて
おらず、その場所で護岸の崩壊が著し
かった。また、当初水平であった道路面

が大きく凹状となったことが分かる（写
真の〇印）。写真－４（ｄ）では円形階
段の東隣に排水管が見える。この排水管
前面の基盤岩の破壊状況を写真－４（ｅ）
に示す。厚さ１ｍで岩盤が割れたため藻
類の付着していない岩の露頭がきれいに
見えるし、またこの岩盤の前面には波の
作用で運ばれたため丸みを帯びることに
なった大きな岩塊も観察された。これよ
りこの付近の基盤岩全体も侵食されつつ
あり、短期的には護岸を防護する機能を
有するものの、それが徐々に失われる状
況にあることが分かった。さらに、護岸
の被災箇所を円形階段に立って西向きに
望んだのが写真－４（ｆ）である。護岸
の背後地盤が大きく下がったため被災前
にはほぼ水平であった道路面と手すりと
も凹状に大きく歪んだ。護岸前面には応
急復旧のために８トンの六脚ブロックと
その背後に大型土嚢が設置されていた。

５.護岸の被災原因の推定

七里ヶ浜海岸には三浦層群の軟岩が汀
線付近を広く覆っている。2015 年１月
実施の Narrow Multi-Beam 測量によれば
国道 134号線の南西沖には水深の大きな
溝が南西側から岸近くまで入り込んでお
り、この溝の陸側端で護岸崩壊が起きた
ことが確認された３）。図－１には空中写
真を基に 1946 年を基準として求めた、

図－１　汀線変化（1946年基準）

写真－４　事後調査時の護岸状況写真
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1963 ～ 2007 年と 2007 ～ 2020 年間の
七里ヶ浜全体の汀線変化を示す。1963
～ 2007 年では、七里ヶ浜のほぼ中央部
に位置する駐車場の西側では変動のみ大
きかったが、駐車場の東側では稲村ケ崎
に近接するほど汀線後退量が大きく、
2007 年では岩盤と汀線が重なる場所も
出ていた。その後、2007 ～ 2020 年で
は七里ヶ浜東部の稲村ケ崎近傍での汀線
後退量が増しただけでなく、駐車場前面
にあった砂浜も消失し、護岸が波に曝さ
れる状態となった。このような汀線変化
は、七里ヶ浜中央部にある駐車場の護岸
が突堤と同様な機能を発揮して東向きの
沿岸漂砂を阻止していたため駐車場西側
での汀線後退が防がれており、その分駐
車場の東側で汀線後退量が大きくなった
ことを表していると考えられる。さらに
図－２には 1946 年基準での汀線変化量
の区間平均値の経年変化を示す。七里ヶ
浜全域と、駐車場～稲村ケ崎区間、駐車
場前面、および駐車場～小動岬間の３区
間に区分して区間平均値を求めたもので
あるが、いずれの区域でもほぼ 2015 年
以降急激な汀線後退が起きており、とく
に稲村ケ崎～駐車場間での汀線後退量が
際立って大きい。このことから七里ヶ浜
では砂が東端の稲村ケ崎を回り込んで東
向きに流出し、それがために海浜地盤高
が低下し、道路護岸の基礎が表れたこと
が護岸陥没の原因であったと考えられる。

６.おわりに

2019 年８月 13 日、国道 134 号線の
道路護岸が台風 10 号による高波の作用
により破壊され、遊歩道が崩壊し通行不
能となり、また道路の復旧工事のために
片側車線が交通止めとなったために大渋
滞が起きた。被災箇所の沖合では深みが
汀線近傍まで迫り、そこで波の集中が起
こりやすい条件を有していた。また、空
中写真に基づく汀線変化解析によれば、
七里ヶ浜の東端を区切る稲村ケ崎を超え
て東向きに沿岸漂砂が流出したことが侵
食原因となって海浜地盤高の低下が起き
たと考えられた。さらに当海岸では海岸
線に沿って露岩域が広がっていたが、被
災箇所周辺は露岩域に挟まれ、海底面が
もっぱら砂で覆われていた場所であった
ために、軟岩層による消波効果が期待で
きず、高波浪の襲来とともに護岸前面の
前浜地盤高が約 1.5 ｍも急激に低下し、
岩盤に岩着構造として造られていた護岸
の基礎が露出し、岩盤との間に隙間が生
じてそこから護岸背後の裏込め土砂が一
気に流出したと考えられる。2020 年６
月現在国道 134号線の護岸は復旧工事が
行われているが、被災箇所周辺をも含め
て今後の護岸の陥没被害を防ぐには、護
岸の復旧のみならず護岸前面に前浜を確
保することが必要で、それには七里ヶ浜
から稲村ケ崎を超えて沿岸漂砂の流出防
止を図りつつ養浜を行うことが必要と考
えられる。稲村ケ崎は景観保護条例によ
り守られているが、それも考慮した上で
適切な施設について検討し、地域合意を
図る必要がある。
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図－２　汀線変化量の区間平均値の経年変化（1946年基準）


